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︒

創立 120 周年記念式典

各競技の試合結果 
サッカー 1位  2年 3組   2 位  2年 4 組 
バレーボール 男子 1位  2年 4組 Aチーム 2 位  1 年 3組 A チーム 
       女子 1位  1年 1組 B チーム 2 位  2 年 2組 D チーム 
バスケットボール 男子 1位  1年 1組 Aチーム 2 位  2 年 3組 B チーム 
         女子 1位  2年 1組      2 位  1 年 3組 Bチーム  
 

 

 

１０月２５日（火）、天候にも恵まれて令和４年度秋季球技大会が開催されました。 
１・２年次生が、サッカー、バレーボール、バスケットボールの各種目に汗を流しました。 
球技大会に向けて大会要項の作成や組み合わせ抽選会、前日の準備や、当日の運営のすべてを
体育委員が中心となって執り行いました。 
生徒たちは、出場種目はもちろんクラスの応援にも全力で取り組みました。 

秋季球技大会


